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校庭
こうてい

の木々
き ぎ

が色
いろ

づき始
はじ

めました。朝晩
あさばん

の気温
きおん

が低
ひく

くなり，風
かぜ

の冷
つめ

たさに冬
ふゆ

の 訪
おとず

れを感
かん

じます。 

登校
とうこう

時
じ

は肌
はだ

寒
さむ

く感
かん

じても，日 中
にっちゅう

は 暖
あたた

かく，薄着
うすぎ

で過
す

ごせるほど１日
にち

の中
なか

で寒
かん

暖
だん

差
さ

が大
おお

きい時
じ

期
き

です。 

気温
きおん

に合
あ

わせて調 整
ちょうせい

できるよう服装
ふくそう

を工夫
くふう

しましょう。 

 

 

１１月
がつ

２３日
にち

は「勤労
きんろう

感謝
かんしゃ

の日
ひ

」 

               

   

 

現在
げんざい

は，その名
な

のとおり「 働
はたら

く人
ひと

」に感謝
かんしゃ

する日
ひ

というイメージが強
つよ

くなっていますが， 

昭和
しょうわ

２３年
ねん

に国民
こくみん

の祝 日
しゅくじつ

に関
かん

する法律
ほうりつ

で制定
せいてい

される以前
いぜん

は「新嘗祭
にいなめさい

」と呼
よ

ばれていました。 

   新嘗
にいなめ

とは，その年
とし

に収 穫
しゅうかく

された 新
あたら

しい穀
こく

物
もつ

を食
た

べることをいいます。 

   天皇
てんのう

がその年
とし

に収 穫
しゅうかく

された五穀
ごこく

や新酒
しんしゅ

を天 照 大 神
あまてらすおおみかみ

など天地
てんち

の神
かみ

に供
そな

えて 収
しゅう

穫
かく

に感
かん

謝
しゃ

し， 

その後
ご

，天皇
てんのう

自
みずか

らも味
あじ

わうという儀
ぎ

式
しき

が 行
おこな

われていたそうです。 

    

畑
はたけ

や田
た

んぼなどの農地
のうち

が減
へ

り， 収
しゅう

穫
かく

の 喜
よろこ

びを身
み

近
ぢか

に感
かん

じる機
き

会
かい

が少
すく

なくなりましたが， 

農 作 物
のうさくもつ

が 収 穫
しゅうかく

されるまでには，生 産 者
せいさんしゃ

の方 々
かたがた

のたくさんの 労 力
ろうりょく

が注
そそ

がれています。 

   さらに， 私
わたし

たちが食事
しょくじ

をとるまでには，食 材
しょくざい

を運
はこ

んでくれる方
かた

，その食 材
しょくざい

を販売
はんばい

するお店
みせ

の方
かた

が関
かか

わってい

ます。直 接
ちょくせつ

「ありがとう」と言葉
ことば

で伝
つた

えることができなくても， 心
こころ

をこめて「いただきます」と「ごちそうさま」

のあいさつをし，感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを伝
つた

えましょう。 
 

 「いただきます」… 「もらう」・「食
た

べる，飲
の

む」という意味
い み

があります。 

私
わたし

たちは食
た

べることを通
とお

して， 魚
さかな

や豚
ぶた

などの 命
いのち

をいただいき，野菜
やさい

や果物
くだもの

などからは 

自分
じぶん

の 命
いのち

（ 体
からだ

をつくるもの）になるものをいただいています。 

 「ごちそうさま」… 漢字
かんじ

で「御馳走
ご ち そ う

様
さま

」と書
か

きます。馳走
ちそう

には「走
はし

り回
まわ

る」，「もてなす」という意味
い み

があります。 

お 客
きゃく

様
さま

（自分
じぶん

）をもてなすために，走
はし

り回
まわ

って 食
しょく

材
ざい

を集
あつ

めてくれたことに感謝
かんしゃ

を 表
あらわ

し， 

御
ご

と様
さま

をつけて「ごちそうさま」という言葉
ことば

になりました。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月
がつ

３０日
にち

は『ゲゲゲ忌
き

』です  

ゲゲゲの鬼
き

太郎
たろう

の原作者
げんさくしゃ

である漫画家
ま ん が か

の水木
みずき

しげるさんは，調布市
ちょうふし

の名誉
めいよ

市民
しみん

です。 

鳥取県
とっとりけん

境 港 市
さかいみなとし

で育
そだ

ち，昭和
しょうわ

34年
ねん

から平成
へいせい

27年
ねん

11
１ １

月
がつ

30
３ ０

日
にち

にご逝去
せいきょ

されるまでの 

50年
ねん

以上
いじょう

を調布市
ちょうふし

で過
す

ごしました。 

 

調布駅
ちょうふえき

近
ちか

くの天
てん

神
じん

通
どお

り商
しょう

店
てん

街
がい

には「ゲゲゲの鬼
き

太郎
た ろ う

」のキャラクターの 

モニュメントが設置
せ っ ち

され，市内
し な い

を走
はし

るミニバスやマンホールには鬼
き

太郎
た ろ う

や 

その仲間
な か ま

たちが描
えが

かれています。 

調布市
ちょうふし

では水木
み ず き

しげるさんのこれまでの功績
こうせき

を称
たた

え，命日
めいにち

である11月
がつ

 

３0日
にち

を「ゲゲゲ忌
き

」とし，水木
み ず き

さんを偲
しの

ぶ様々
さまざま

な催
もよお

しが行
おこな

われます。 

 

              杉森
すぎもり

小学校
しょうがっこう

の給 食
きゅうしょく

でも「ゲゲゲ忌
き

」にちなんで，28日
にち

は水木
み ず き

さんの  

出身地
しゅっしんち

である鳥取県
とっとりけん

の郷土
きょうど

料理
りょうり

にしました！ 

鬼
き

太郎
た ろ う

バス（ミニバス） 

マンホール 

 

７日
な の か

(金
きん

) 『いい歯
は

の日
ひ

』  

いつまでもおいしく，楽
たの

しく食事
しょくじ

を味
あじ

わうためには歯
は

が大切
たいせつ

です。 

そこで，６月
がつ

の歯
は

と口
くち

の健康
けんこう

週 間
しゅうかん

のように，カミカミメニューにしました。 

低学年
ていがくねん

は20～24回
かい

，高学年
こうがくねん

は24～28回
かい

噛
か

むと良
よ

いそうです。 

歯
は

を強
つよ

くするカルシウムが豊富
ほうふ

な小魚
こざかな

と歯
は

ごたえのある素
す

揚
あ

げした大豆
だいず

やきのこを使
つか

った 

噛
か

まずにはいられないメニューになっています。 

 

１７日
にち

(月
げつ

)～２１日
にち

(金
きん

) 調布市
ちょうふし

・木島平村
きじまだいらむら

姉妹
し ま い

都市
と し

盟約
めいやく

40周年
しゅうねん

『木島平村
きじまだいらむら

ウィーク！』         

調布市
ちょうふし

と木島平村
きじまだいらむら

が姉妹
しまい

都市
と し

になって，今年
ことし

で４０ 周
しゅう

年
ねん

！ 

市内
しない

全校
ぜんこう

で， 週
しゅう

替
が

わりの「木島平村
きじまだいらむら

ウィーク」を実施
じっし

します。 

杉森
すぎもり

小 学 校
しょうがっこう

の担当
たんとう

は，１７日
にち

から２１日
にち

の５日間
いつかかん

。 

きのこをはじめ，りんご・野沢
のざわ

菜
な

・ねぎも木島平村
きじまだいらむら

から届
とど

きます。 

旬
しゅん

の木島平村食材
きじまだいらむらしょくざい

を堪能
たんのう

しましょう！ 

 

２１日
にち

(金
きん

)  『和
わ

食
しょく

の日
ひ

』
」

 

平成
へいせい

25年
ねん

12月
がつ

に、「自然
しぜん

を 尊
とうと

ぶ」という日本人
にほんじん

の気質
きしつ

に基
もと

づいた「 食
しょく

」に関
かん

する「習
なら

わし」 

「和食
わしょく

：日本人
にほんじん

の伝統的
でんとうてき

な 食
しょく

文化
ぶんか

」と題
だい

して、ユネスコ無形
むけい

文化
ぶんか

遺産
いさん

に登録
とうろく

されました。 

これを受
う

け，１１月
がつ

２４日
か

は「いい日本食
にほんしょく

」の語呂
ご ろ

合
あ

わせから「和食
わしょく

の日
ひ

」とされています。 

味
あじ

だけでなく香
かお

りなど五感
ごかん

で味
あじ

わえる「和食
わしょく

」の良
よ

さを見直
みなお

してみましょう！ 

 

２６日
にち

(水
すい

)  ワールドランチ『イギリス』         

イギリスは，現在
げんざい

も王制
おうせい

を敷
し

く数
かず

少
すく

ない国
くに

の１つです。 

サッカーやラグビーの国際
こくさい

試合
じあい

では，「イングランド」や「ウェールズ」として参加
さんか

しています。 

この日
ひ

は，イギリスの代 表 的
だいひょうてき

な料理
りょうり

である「フィッシュ＆チップス」と「スコッチブロス」を 

作
つく

ります。 

「ブロス」は英語
えいご

で，汁
しる

物
もの

を 表
あらわ

す言
こと

葉
ば

の１つで，日本
にほん

の「だし」のような意味
い み

もあるそうです。 

また，イギリスではお米
こめ

は野菜
やさい

の一種
いっしゅ

と 考
かんが

えられていて，「スコッチブロス」には米粒
こめつぶ

麦
むぎ

を 

入
い

れる予定
よてい

です。 

         

２７日
にち

(木
もく

)  ブックメニュー『みそバターコーンラーメン』 

（参考
さんこう

：キャベたまたんてい ぎょうれつラーメンのひみつ） 

天国
てんごく

みたいに素敵
すてき

な 所
ところ

で，とびきり美味
お い

しいラーメンのひみつは…。 

行 列
ぎょうれつ

が絶えない
た え な い

お店
おみせ

。でもそれは魔法
まほう

のおかげ？？ 

ラーメン屋
や

の主
しゅ

人
じん

が行
い

き着
つ

く先
さき

は，どこなのでしょう？ 

 

２８日
にち

(金
きん

)  日本
に ほ ん

味
あじ

めぐり『鳥取県
とっとりけん

』 

「大山
だいせん

おこわ」は，以前
いぜん

勤
つと

めていた小 学 校
しょうがっこう

で鳥取県
とっとりけん

出 身
しゅっしん

の先生
せんせい

に教
おそ

わった郷土
きょうど

料理
りょうり

です。 

長芋
ながいも

とあご（トビウオ）は特
とく

産品
さんひん

です。 

あごの身
み

はいわしほど臭
にお

いがなく，だしにも使
つか

われています。 

 

 

調 布 市 立 杉 森 小 学 校 

校 長  濵松 章洋 

栄養士  土谷 喜美子 

かんしゃ       き  も          つた 

 

こん    げつ       こん   だて  しょう   かい 


